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編集後記 
早いもので今年最後の月報をお届けする時期となりました。今号には１年を締めくくるにふ
さわしい２本の論文を掲載しています。 
佐久間論文は、即興が持つ新しい共同性を生みだす可能性について批判的即興研究を援用し
ながら論じ、その観点から 1928 年に発表された黒人文学作品の新解釈を行なっています。「い
ま・ここ“now/here”」でしか体験できない一回性の芸術であると同時に「これまでどこにもな
かった“nowhere”」新しい音楽表現でもある即興は、西洋中心主義的な学問研究においては有
色人種の未開性と結びつけられ軽視されてきましたが、1990 年代以降、即興を理論的に検証す
る批判的即興研究が始まり、即興を個人の芸術技巧としてのみならず、「いま・ここに」しかな
い短期的な、しかし「これまでにない」新しい形の共同体を創り出す実践として捉え、理論化
しています。佐久間所員は、この「即興の共同性」という視座からネラ・ラーセンの『流砂
（Quicksand）』（1928）を再読し、白人と黒人の混血である女性主人公が人種と性という二重の
差別を受け、いかなる共同体にも帰属できないまま悲劇的な結末を迎えるという従来の解釈を
超えて、主人公が体験するキャバレーのジャズの即興場面には一時的ではあるが異種混交的で
多様な共同性が描かれており、その共同性は未だかつてない未来を照射するものであると分析
しています。即興の持つ新しい共同性に目を開かされる一方で、論文中で触れられている短期
的な共同性の負の側面が気にかかってしまうのは、今という時代のせいなのでしょうか。 
志賀論文は、20 世紀初頭のインドで始まった非バラモン運動（バラモンの社会政治的優位性
に対抗するためにバラモン以外の全てのコミュニティに団結を呼びかけた運動）が勢いを増す
なかで「不可触民」が直面することになったディレンマについての論考です。「不浄」な存在と
してカースト秩序の最下層に置かれ、カースト・ヒンドゥー（不可触民以外の諸カースト）か
ら厳しい差別を受けてきた「不可触民」は、非バラモン運動においては、他の非バラモンと団
結し協働するという選択肢を得ました。しかし、「不可触民」の非バラモン運動への参加は、「不
可触民」差別の解消を目的とする「不可触民」運動の幅を広げることを可能にすると同時に、
「不可触民」としてのアイデンティティや非バラモン内の「不可触民」差別を曖昧にしてしま
う諸刃の剣でした。志賀所員は、バラモンが政治経済的に優勢であった南インドのタミル・ナー
ドゥ州において「不可触民」がこのディレンマとどのように向き合ってきたかを、同州におけ
る非バラモン運動と「不可触民」運動の経緯をたどりながら考察しています。論文の最後に示
されている「不可触民」内部にある差別問題の指摘で、差別される側の中にも差別が存在する
という差別の入れ子構造性について、あらためて考えさせられました。 
偶然ですが、２本の論文はどちらも「共同体」と「差別」に関連するもので、何か新しい年
を示唆しているかのように感じました。新しい年が皆さまにとってよい年となりますように。 
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